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取巧説明書 


このたびは本品をお胃いあばいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいただき、正しく使用してくだ 
さい。 

この巧な及説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同栖のアフターヴービス登録力ードは必ずご投雨ください。 
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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧するために、 
必ずお守りいただ<ことを説明しています。 

•ここに示した表おは、誤った使いかたをしたときに生じる危喜や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 

A --- A 1/- i - r -. X 1 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 

/!\ 后険 （ DANGER) じ重傷を負う危険、または乂災の危険が差し迫っ 
__ て生じることが想定される内容をおしています。 

A 「 A# A nii MM - X この表示を無見して、誤った取扱いをすると、人が死 

言ち (WARNING) こ、重傷を負う可能性、または火災の可能性が想定 

__ される内容をおしています。 

へ*、竹い 、この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷’ 

) 主 后、 (CAIJTION) 害を負う巧喔ゃ物的損害の発生び頰定される鹏 

—" ^ _[を示しています。_ 

♦お守りいただく内容を、巧の絵表示で区分していまず。 


0 (§) ® ® 
A 

〇を© 


この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です t 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


>説明文中の r お願い」事頃は、本機を誤りな<正しくお使いいただくための内容び記載されていまず。 


★換気必要’ 

• 換気せずに使用しつづけないでください。酸素 
び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生して中毒になるおそれがあります。 

• 使用中は必ず1時間に ] 〜2回 （ 1〜2分）換気 
して、新鮮な空気を浦給してください。し窓の凍結、 
地下室など)換気び充分 I こおこなえなし^攝所では、 
使用しないでください。 _ 



爲 

換気 


I ★スプレー吿厳禁 I 

• スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、温 
風のあたるところ [ KF - 1 7( DX )] に放置しなし、 
でください。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


0 

禁止 




I ★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、义災の原因になります。 


A 危険 （ DANGER) 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 


么警告 （ warning) 


由:力ーテン^燃物运璋厳禁 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは、 
使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 
乂災の原因にな0ます。 



0 

禁止 


★巧類の乾燥厳禁 


を類などの乾燥には使用しないでください。 
落下した衣類に乂びつさ、乂災の原因になり 
ます。 



0 

禁止 


I ★温風吹出口をふさがない I 

■ KF -17( DX ) 

お類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふ 
さがないで < ださい。 

を類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂がの 
原因になります。 


I 女可燃性ガス使用厳禁 i 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガス 
び発生するをの（ガソリン、ベンジン、シン 
ナ ー) 、スプレーを使用しないで<ださい。 
乂災や故障の原因にな0ます。 



0 

禁止 



0 

使用禁止 


r ★寝るとを消火 


★やかんのせ禁止 


寝るとさやが出するとさは、必ず火び消えて 
いることを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


■ KF - N 17( DX ) 

やかんなどをのせないで<ださい。振動や接 
触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯 
びこぼれ、やけどのおそれびあ0ます。 








指示 


指示 


★天板ガードを取り付ける 


■ KF - N 17( DX ) 

必ず天板ガードを取り付けて使用してください。 
取り付けないと、地震などによりス I -ーブに可 
燃物び落下して、乂災のおそれびあります。 




■ 


;★ほこりの除去 I 

給気フイルターは、週一回し U 上おず掃除してく 
ださい。 

ごみ、ほこりなどでフイルターびつまると、異 
常燃焼のおそれびあります。 



女空気取入口をふさがない 


衣類、紙などで空気取入□を 
ふさびないで < ださい。 

空気取入□をみさぐと、異常 
燃焼や义災の原因になります。 


0 


I ★居室内給油禁止 i 

給油は、必ず乂の気のないと 
ころでおこなって < ださい。 
火災のおそれびあ0ます。 


0 


古異窜時使用禁ホ！ 

におい、ずすの発生、炎の色など異常を感じ 
たとをは使用しないでください。 

運転スイッチを押して「切」にしてください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


0 

使用禁止 


•点火不良で、何回を点火操作をした後に点 
火すると、バーナー内にたまった巧油び燃 
焼して炎び大さ<なり、すすび出て異常燃 
焼します。 

このよラなとをは、あわてずに、運転スイッ 
チを押して「切」にし、たまった灯油が燃 
えつさるまで待ってください。電源 プラグ 
をコンセントか 5 巧かないでください。 

•万ース I ''ーブから火び出たり、床などに乂 
びついたとさは、あわてずに消火器で消乂 
して < ださい。 



圧給適時消火 I 

給油は、必ず消火して、本体温度び充分下び 
ってから、火の気のないところでおこなって 
<ださい。 

乂災のおそれびあります。 



(CAUTION) 


お使いになる：！刖 
























を全のために必ずお守りください 



意 (CAUTION) 


I ★温風に宣接ををらない] 

■ KF —17( DX ) 

漏風に直接長時間あた5ないでくだごい。低 
温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接暇い込まないでください。気分び 
悪くなることが r^TTrv 

あります。 一^ 


0 


★ふ <射熱に長時間あた5ない 


■ KF — N 17( DX ) 

ふく射熱に尉 f 間あたると、な (X ) 
温やけどや脱水症状になるおそ 
れがありまず。 禁 ih 


I ★分解修理•改造の禁止 j 

故障、破損したら、使用しない /CN 
で<ださい。ストーブは絶対に I 
改造して使用しな L でください。乂グ 
不完全な修理や改造は危険です。 分解禁止 


I ★電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えた0、 
傷付けたり束ねたり、物をのせ 
たり加工しないで < ださい。 

また、電源プラグを披くとさは、 
コードを持って引さ抜かないで 
<ださい。 

電源コードび破損し、乂災や感 
電の原因となります。 


0 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んで < ださい。 

I また、傷んだプラグやゆるん、 
だコンセントは使用しないで 
\ <ださい。 ノ 

火災の原因にな0ます。 

めれた手での巧を差しはしないで 
ください。感電の原因になります。 


〇 


I ★高温部接触禁止 J 

燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出 □ 
[ KF -1 7( DX )) 、天板 [ KF - N 17 ( DX )〕 やガードな 
どに手などみれないでください。やけどのおそれ 
びお0ます。 



0 

接帥禁止 


j ★指や異物を入れ夕い 

放熱筒やガードの中に、指や異 
物を入れないで下さい。 

火災や異萬燃焼、故障の原因に 
な0ます。 


0 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとさ、又は保 
管ずるとさは、必ず灯油を振を 
電源プラグをコンセントか5抜 
いて < ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保 
管しないで<ださい。抜さ取れ 
なかったの■油び漏れたり、火災 
のおそれびあ0ます。 


〇 

指ち 


•長期間使用しなし化きは電源乃グを抜く 


長期間使用しないとさは電源プ 
ラグをコンセントか6抜いてく 
ださい。 \ i ||# 

火災や予想しない事故の原因と電源 プラグ 
なります。 を抜く 


★電源プラグのお手入れをずる 


とさどをは電源プラグを扳さ、 
ほこり（及び金属物）を除まし 
て < ださい。. 

(ほこりや異物びたまると湿気 
などで絶織不良になり）火災の 
原因になります。 


指示 












I ★次の場所では使用しない i 

火災や予想でさない事故や故障の原因にな0ます。 


水平でない場所、不安定な場所） 

>傾斜した場所や振動の激しいところでは、使 
用しないで < ださい。 

対震自動消乂装置び誤作動することびあります。 
>しっかりしたじよラぶな床面で使用してくだ 
さい。 

>不安定な台上で使用しないでください。転落 
するおそれびあ0危険です。 


(暖炉などス I ^ーブが囲われる場所') 

♦暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な 
使いちをしないでください。 

乂災の原因になります。 

0まこりや湿気のをい場所;） 

♦空気を取り入れるフィルターび目づまり状 
態になり、異萬過熱や異常燃焼を起こし、 
事故になる危険性びあります。 


0 

使用禁止 


(温室、飼育室など人のいない場所；） 

♦予測でさない事故び発生するおそれびあります, 


( 風のあたる場所V部屋の出入口（屋外)） 

♦風のあたるところでは使用しないでください。 
炎び出て危険です。掃隙機の排気にお注意 
して < ださい。 

♦部屋の出入口など人の通ると 
ころ、人びぶつかったりつま 
ずく場所で使用すると、^ピ^を^ 
転倒して事故や火災び 
起さるおそれびあり 

ます。 故1く rf 知 


C でき定な物をのせを棚などの卞つ 

♦落下物により火災び起さるおそれびあります, 


邱然性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所）（直射日光のあたる塌巧、1 届"^の高い塌雨 


参爆発や火災の原因になります。 


>異常燃焼を起こすおそれびありまず 


I ★廃棄するとき」 

ストープを廃棄処分するとをは、必ず油タンク内の巧油を撫支取ってください。 

(1 目ぺージ参照） 

な油び入つたまま廃棄するとリヴイクルの際思わ说事故び発生ずるおそれび 指の 

あ0ます。 



★腰をかけたり物をのせない 


ス [ -ーブの上にのったり、腰をかけ 
たりしないでください。ストーブの 
故障や、やけどのおそれびあります。 
ストーブの上に巧びんや、水を入れ 
たものなどを置かなレでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれが 
あります。 


0 


I ★お子様やを年寄りのご偉用にま意! 

お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方がお使いになる場含は、やけどや、 

部屋の換気などについて、周固の人 
び充分にミ主意して < ださい。 

指示 



(CAUTION) 


お使いになる前に 



安全のために必ずお守りください 



み;夕を場所ぶは隹用レない] 

乂ぶや予想でさない事故や故障の原因にな0まず。 

r 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ場所 


0 

使用禁止 


♦理•美容院、 ■>< ツキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないでください。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属’鏡’ガラスなどを傷める原因となります。 

♦石油ストーブで暖房する部屋ではシリコーンを配含した枝毛用コート液やへアートリート六ント（枝 
毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因になりますので使用しないで < ださい。 

(盲 地 (1300 m 以王を 場兩り 

♦酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

♦8 日日〜 13 日日 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わせください。 

(せまい部屋では使わない ) 

•暖房出力に見合った部屋で使用してください。 

せまい部屋で使用すると、室温び上びりすざたり、酸素不足により異常燃焼のおそれびあります。 


★可燃物（木壁、含板、ふずまなど）との距離を離す 


♦ストーブ上方の棚などとの距離は必ず l . SmULt あけてくださし、。 
•上ちの棚などか5の落下物びないよラにしてください。 

♦特に、カーテンなどがス I -ーブにふれないよラにして < ださし、。 
•家具等か5は充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります） 



距離 



★シリコーン配合製品を使用しない I 


♦石油ス I ブで隱房ずる部屋では、シ U コーン配合製品（ムース-ク IJ ーム-液体スプレーなど 
の枝毛用へアート U — トメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないで<ださい。 
点火ミス-途中消火などの事故の原因になります。 


I ★巧油の廃棄 

♦灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談<ださい。 


使用ずる場所 

I ★効果的に使用ずすため岛 「★煙突兩取付厅 I 

•なるべく部屋の中央に置いていたださますと、♦せまい部屋、撰気の悪い部屋では、煙突を取付 
対流効果によってお部屋の溫度のムラびす<な けて使用し排ガスを屋外へ排出して<ださい。 

くなり、効果的な暖房びでをまず。 煙突の取付けは、当社指定の r 煙突取付けセット」 

(別売品）を使用してください。 










各部のなまス 



操作部 KF - 1 7( DX ) • KF - N 1 7( DX ) 


デジタル表示部 


•通常は、火力を表示します。 
♦運転中に、自動消义したとを 
は、運転ランフびホ色の点滅 
をしてエラー表示をします。 
に1ページ） 


义力調節タッチスイッチ 


♦お巧みに応じて 
し•'弓 ■ 乂力の燃焼 
をえ5ベます。 



運転スイッチ 
♦一度巧すと「入」 

♦を5—度巧すと「切」にな D 
ます。 

運転ランプ 

♦緑色の点巧…‘運転中 
»緑をの点滅…… 7 j < お知中 
>赤をの点滅……エラー表示中 



お使いになる前に 


A 
















































♦灯油容器内の灯油び少ないと温度変化 
により結露して水がたまることがあり 
まず。 

♦灯油の容器は専用のされいな容器を使 
用してください。又灯油容器は必ず JIS 
認定品で色つさの灯油専用容器を使用 
してください。 


♦助燃剤(添加剤){ま使用しないでください。 
異常燃焼を起こすおそれがあ0まず。 

嚇打油の保管のしかた 


♦変質灯油（持ち越した灯袖など）、不純灯 
油（灯■油政夕 I の油•水-ごみが混入した 
灯油など）は、絶対に使用しないでくだ 
さし、。異常'燃焼や故障の原因になりまず。 



灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使巧燃料をつけて息を吹去かけます 
(火の気のない所でおこなってください。） 


〇幻■油 X ガソリン 



濡れたままでず。 すぐ乾いてしまいま 

す。 


★ガソリン使用禁止 


A 危巧 


ガソリンなど揮発性の高い油 
は、絶対に使用しないでくだ 
さい。少量の混入でお、乂災 
の原因にな0ます。 



ガソリン, 


ガソリン禁止 


お使いになる前の準備 

製品と同姻品を取り出しまず 

•包装箱から全ての栖包材を取り除さ、製品に傷をつ A 

けないよラに取り出してください。 1__ ■ 

同時に取撒説明書、附属品の置台、天板ガード fllil 

〔 KF - N 17( DX )〕 も取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」 ソ 

を参照してください。 

•包装箱や捆包材はな管するときにご利用ください。 ^ - 

r _ がをにっぃて_ - 

嚇燃料は: n ミ由 ( JIS 1号灯油）を必ず使用してください 
m 変質な油、不純な油は絶対に使用しないでください。 






最高曰所だ 
^、射場< 

I ；み直たて 
ごびけし 
ん、よ避管 
油水おを保八 
灯雨温光にさ 











変質な油とは 


不純な油とは 


ち越し / L 灯；由） ねなし、で/^ 

♦長期間、日光の当たる 夕^^^ 

場所や、温度の高い場 ("e ) 

所に保管した灯油。 I 

•容器のふたが開けてあ t — 、 

ったり、乳白色の容器 
で保管した灯油は変質 
しやずい。 使巧禁止 

変質のひどいをのは黄色巧をおびた0、 
すっぱいにおいがします。 

変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持ち 
越さないようにしてください。 


•打油政外の油 
(ガソリン、シン 
ナ ー、 天ぷら油、 
機械油、重油な 
ど）がほんの少 
しでち憑入した 
灯油。 

•水やごみが混入 
したな油。 


巧油面の\ 
油、水、ごみを 
入れないで/ 


0 

使用禁止 


寒変質な油や不純な油を使用 

ずる主_____ 

•変質'な油や不純巧油を使用します 
と、バーナーに多量の夕ールがた 
まり、点火しなくなったり、燃焼 
が悪くなったり、激しいにおいが 
したりしまず。 

I 

•水の混入した灯油を使巧します 
と、炎びルさくなり火が消えてし 
まいます。又、油タンクに灯油が残 
っているのに、デジタル表示部に 
「8」を表示することがあります。 


(# 万一変質な油や不純な油を使 
ったときの処置のしかた 

-- - — ^ 

1油タンク内の悪い灯油を抜き取 
り、畏質の灯油で内部を2〜3回 
洗ってからご使用ください。 

給油ロフィルターち洗って下さい。 
> (18、19ぺージ参照） 

2 悪い打油を抜を取ってを効果のな 
いとさは、販売店までお問い含わ 
せ < ださい。 


-お願い- 

変質灯油や不純口油が原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち 
有料修理とな0ます。 


変質好油•不純な油の見分けかた 


コップに水を入れ、次に口油を 
入れて背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正かしでち色がついていたら 
常。_ 使用しない。 ^ 




0 

使用禁止 


♦変質灯油や不純口油の見 
分けかたはたいへん難し 
いので、 >( 一 力 一 のはつ 
きりしない好油は使用し 
ないで < ださい。 


お使いになる前に 






お使いになる前の準備 

_給油 のしかた _ 

/ KZ ±^ 給油は、必ず消火して本体温度び充分下がってから、火の気の A 
ム^な;^ないところでおこな〇てください。乂災のおそれがあります。^ 


] 給油□ふたを開ける。 

油タンクの給油口ふたを左「〇」に回して取りはず 

してください。 

2油 量 計を見なが S 給油する。 

•市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽<差し込ん 
で、油量計を見ながら給油して<ださい。 

〔ホースが抜けないよラに注意しなが5給油して< 
ださい。） 

•給油の際は、給油ロフィルターを取りま5ないでく 
ださい。 

♦給油の際に、水-ごみなどを入れないよラに特に注 
意してください。水-ごみなどは燃焼不良や、ノズ 
ルのごみづまりや電磁ポンプの寿命低下などの原因 
になります。 

•口油は、油量計の「満」の位置まで給油してくださ 
し、。「満」政上は、'丹油があふれ出ることがあり危 
険ですか!5絶対に入れないでください。 

3給油口ふたをしっかりしめる。 

給油□ふたをち「〇」に回して、しっかりし他てく 

ださい。 

4こぼれた财油はよくふき取る。 

こぼれた灯油は、必ずされいにみきとってください。 

危険ですし、燃焼中に臭気を発生する原因にをなりま 

す。 



_給油の目ま I 灯油の補給は、油量計が「0」を示すまえに、給油してください。 


♦本品には、油タンク内の幻■油の残りがかなくなると、運 
転でさなくなる油切れ用フ□ートスイッチが設け6れて 
おりまず。 

油タンク内の打油がかなくなると、「運転ランプ」が赤 
色の「点滅」をし自動的に運転を停止します。そのとき、 
デジタル表示部は 「 g 」 を表示します。 











点乂前の準備 


か平の確認をする。 


♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ス I -ープが、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてく 
ださい。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置が誤作動することびあ 
ります。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


油漏れがないか確認ずる。 

油タンクの油漏れはないか、置台に油だまりびないか 
を確認してください。 


CKF - N 17 ( DX ) は、〕 

天板ガードを取り付ける。 

KF - N 17 ( DX ) は、附属品の天板ガードを、も図の 
よラに天板の穴 （4 箇所）に差し込み、天板ガードを 
取り付けてください。 




水横知器の表示 


★水の湿入した灯油にミち意してください。 

•水の混じっている灯油を使用ずると、油タンク巧底部に水がたまり、油タンク 
び鐘びたり、電磁ポンプが水を吸い込むと異常燃焼や電磁ポンプの寿命低下の 
原因になりまず。 -- 


•油タンク内へ水が混入した場合は、水検知器び作動 
し、「運転ランプ」が緑色の r 点ミ威」をします。 
すみやかに油タンク底の水を、市販の給油ポンプで 
完全に抜さ取って < ださい。 

(19 ページを参照してください。） 


< 3^1 

運転 / 

火力闕齡/ 


お使いになる前に 


KF-N17(DX) 


イ 




お使いになる前の準備 

4電源プラグをコンセントに差し込む。 


•電源は必ず]日日 V 7 A 政上の専用コンセントを 
お使い < ださい。 

•電源プラグを、コンセントに確実に差し込んで 
<ださい。 



-お願い- 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに差し込まないでください。感 
電•火災•故障の原因になります。 


★コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱し、熱 
変形することがあります。 

このよラなときは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントを必ず修理してくだい。 


★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、 
重い物をのせたり、加工しないでください。感電 
や乂災の原因になります。 


★他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家庭の 
安全器（ブレーカー）の容量をこえないよラにし 
て < ださい。 


女電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張っ 
て巧かないで < ださい。断線、発熱、発乂の原因 
になります。 



タコを配線 
は危険 


0 



0 


★熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返る /K 
ことがありますので、熱に強いマットなどを敷いてください。 -rr 


使いかた 



( T ) 「運乾スイッチ」を巧して「入」にずる。 

• 「運転ランプ」が緑色の「点な」をします。 

•デジタル表示部は、火力〔し（最小） • い,？〜弓•卜!（最大)〕を表示します。 


( D 約10秒後に自動的に点乂します。 

. -お願い- 

★初めて運転すると重や、油タンクを空にし給油後初めて運転するとさは、送油経路 
内に空気び入って点火できないことがあります。「運転ランプ」がホ色の「点ミ威」を 
し、デジタル表示部にし？」を表示します。（運転開始約1分後） 

この場合は、「運転スイッチ」を「切」にし、ちう一度、点火操作をしてください。 
通常1〜2回の点火操作で送油経路内の空気び抜けて点火します。 

★点乂後すぐは「ゴオー」といラ音がすることがありますが異常ではありません。 

しば5<すると音がしな<な0ます。 

★点乂時にはかしにおいがあります。 

★点火してからしば5くの間（約日分間）は予備燃焼となりまず。予備燃焼中は火力 
調節びでさません。 

★予備燃焼中は炎が不安定になることびあ0ます。又バーナー底の温度が低いため油 
がたまり易<なります。 

そのとき電源プラグを抜きまずと、ずすが出たり炎がなち上がりますので、 
予備燃焼中は絶対に電源プラグをコンセントか5抜かないでください。 


A 注意 


点火不良で、何回ち点火操作をした後に点火すると、バーナ 
一内にたまった灯油が燃焼して炎が大きくなり、すすび出て 
異常燃焼します。 

このよラなときは、あわてずに、「運転スイッチ」を押して 
「切」にし、たまった灯油が燃えつきるまで待ってください。 

電源プラグをコンセントか5抜かないでください。 


〇 


使いかた 


1 






囊馨邊憲襲義 



幫薦薑薑 


>販売店にご相談くだ 
さし、。 


量養賽髮 


•パ'-ナー内の炎は青 
炎燃焼で、ところど 
ころに黄炎が混じる 
状態。 

♦炎が大きくならず、 
スケルトンが全<ホ 
<焼けない。 


•電磁ポンプの圧力不 

• ノズルのつま0。 


言含^^がシ 

/スケルトン 

•炎が高<伸び、炎全 
体げ黄色で、スケル 
トンに達ずるほどに 
伸びて、すすび出る。 

♦燃焼用空気不足。 

•青炎筒の取0付け不 
良。 

•電磁ポンプの圧力異 
常。 

•燃焼用送風機を掃除 
する。 

♦販売店にご相談くだ 
さし、。 


予備燃焼終了後に、正常に燃焼しているかどうか必ず確認してください。 


炎の状態 (ここに表示した状態は最大燃焼 （ H ) の状態でず) 


★ストーブに初めて通輩したときや、停電媛や、電源プラグを抜いて再通電した場を 
に、初めて点火操作をしたとをは火力が「5」に調節されており、デジタル表示部 
は「弓」を表示します。 

★ストーブに通蕾したまま消火して再点火した場をは、消火操作をしたと舌の乂力に 
調節されており、デジタル表示部に、消乂時と同じ火力を表示しまず。 

★予備燃焼時間中（点火してから約己分間）は乂力調節がでさません。 

■予備燃焼時間：室温が1日で程度 一^4〜日分間。室温がぴ C 程度-^己〜6分間。 

>-AyVVA/\A/\A/V \J\ / \J\ へ 


使いかた 


乂力調節 (運転中にしかできません） 

-- * -- . - . . .. _ 

(D r 乂力調節タッチスイッチ」を押して調節する。 （13 ページの図を参照） 

「乂力調節タッチスイッチ」をお好みに応じて 〔 L (最ル )〜 H (最大)〕の間を軽く指 
などで押して調節してください。 

•デジタル表示部に、調節した乂力状態〔し（最ル） • ： 〜弓.；イ（最大)〕び表示 

されまず。 

•デジタル表示部が、巧した火力位置と違った表示をすることがあります。その場 
をは再度押し直してください。 










消义のしかた 



0「運転スイッチ」を押して「切 J にする。 

•消乂操作をすると、デジタル表示部の「火力表示」が消え、約4分;3日砂後に燃焼 
用送風機び停止してか5「運転ランプ」が「消な」します。 


-お願い- 

★消火操作をしたとさは、「運転ランプ」の「消な」とバーナー巧の火が消えることを 
確認してください。 

女緊急の時政外は、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。 

電源プラグをコンセントか5抜さ取って消乂することは、絶巧にやめてください。 

(機器が過熱する原因になります。） 

★緊急の時政外は、点火した後すぐ消火することはやめて<ださい。煙がでることび 
あります。10分間位は燃焼してから消火してください。 


_消乂後 再点义するときのミ主意 _ 

★点火してから2〜3分後に「運転スイッチ」を押して消火させ、再度「運転スイッチ」 
を押して点火した場合、バーナー内に炎び残っているとさはずぐに点火しません。 
バーナー内の炎が消えてから自動的に再点火します。 

★消火操作直後は「運転ランプ」が「点な」していますが、その時に点火操作をして 
ち正常に燃焼を開始します。 


★点乂操作を何度を繰り返すことはやめてください。 








安全装置 


女まを装置が作動するのは何5かの異常があるときです 
か5、下記の処置をしても正常にな6ないときは、お 
買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは、「運転スイッチ」を再び巧して「入」 
にすることをいいます。 


< 

運転 

imill 111111 lli 田 

;ザ綱 




r 

安全装置名 

はた5を 

処 置 

巧震自動 
消乂装置 

♦運転中にストープ本体び地震(震度約曰 
仪上）や強い振動や衝撃を受けたとき、 
火がなどの危険を防ぐた曲に自動的に 
運転を停止します。 

•地震によって作動した場 
含、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油漏れなど異常 
がないことを確認してか 
5、再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常 
によりノ（ーナー部への空気の供給が不 
足したとさ不完全燃焼による危険を防 
止するをのであり、自動的に燃焼を停 
止します。 

•作動した場合は、給気フ 
ィルタ~の掃除をし、部 
屋の換気をしてか5再点 
火してください。 

(18 ぺージ参照） 

この装置は 
するための 
使用中は必 
を補給して 

、あくまでもす完全燃焼によるな険を防止 
ものでず。 

ず1時間に！〜2回換気して、新鮮な空気 
<ださい。 

点火安を 
装 置 

•バーナーヴ ー S スタの不良による点火 
不良。 

•点火変圧器•電磁ポンプ•燃焼用送風機 
などの故障によ〇点乂しないとをに、 
運転を停止しまず。 

•何回を再点火操作をしたと 
さは、バーナ ー 底に灯油が 
たまっています。 

たまった灯油をふを取って 
か5ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運 
転を停止します。 

•再点火操作をして < ださ 
い。 

停電まを 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<など 
して電源が切れたとさは、自動的に運 
転を停止します。 

再び通電されてわ運転しません。 

•再点火操作をしてくださ 
い。 

■ KF -17( DX ) 
過熱防止 
装 置 

♦対流用送風機モーターの故障や異常燃 
焼などの原因でストーブが異常過熱し 
たとさ、火災などの危険を防ぐたがに 
燃焼を停止しまず。 

•ス1-ーブの周囲を1.己 m 
政 上 あけてください。 






点検•手入れ 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良 
い燃焼で快適にま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了 
後などに、お買い上げ店、又は修理資格者〔細）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03- 
3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器巧術管理±)など〕のい 
る店、当社支店•営業所などに点検依頼されることをおすずめします。 


__ 日常の 点検•手入れ_ 

-——--お願い- 

★点検•手入れをずるときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5 
抜いて、本体温度が充分下がってか5おこなってください。やけどや感電をするお 
それがあ0まず。 

★部品に触るとさや、内部を掃除するときは、手をケガしないように、手袋をはめて 
おこなって < ださい。 

★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


r 使用のたびに: 


r 油漏れ、油 のたまり、 油のにじみ I 

•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、•曰常、油漏れや油のたまり、油にじみび 
燃えやすいをのを置かないよ5にしてく あるかどラかを、調べるよラ智慣づけて 

ださい。 < ださい。 

万一油漏れによって、油のたまり、油に 
じみび生じているときは、消乂操作をし、 
原因をたしかめ防漏処置をし、油漏れが 
な<なったことを確認してから点火操作 
をして < ださい。 


ほこ0 _ 

•ストーブについたほこりや';ちれは、掃除 
機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾 
などでみを取って < ださい。 

ミちれたままのご使巧は危険のちとですし、 
ストーブのいたみを早めます。 




周圈の可燃物 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 


id 






点検•手入れ 


,1週間に1回拟上 J 


給気 フイルターの 掃 除 

♦本体の側面にある給気フイルターに、ごみやほこりが目づまりしますと、燃焼用の空気 
量が減って不完全燃焼の原因にな0ます。 

給気フイルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

♦給気フイルターのミちれがひどい場含は、給気フィルターの止めねじ （1 本）をはずし、 
給気フイルターをはずして掃除をしてください。 


-お願し、- 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

巧れが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてか6ご使用ください。 

★取0はずしたときは、必ず元どおりに取0付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 




•給油ロフィルターを給油口から取り出し、付着したご 
みやほこりを取り除いてください。 

•給油 □フィ ルターがごみやほこりで目づまりしまずと、 
給油時に、給油口より灯油があふれ出たりします。 

★給油ロフイルターは、水で洗わないでください。 

必ず灯油で洗ってください。 






ストレーナ 


(販売店にご相談くださし、) 


0) 本体前面の電装カバーを、2本のねじをはずして、取りはずします。 

® 電磁ポンプの油吸込部のフレアナットを、スパナ（呼び 12 mnn ) でゆるめてはずし 
ます。 

感 ストレーナの戊たをちへ（約日日つ回すと、ストレーナが取り出せます。 

をストレーナは、2重構造（外側に水用ストレーナ）になっています。 



I ストレーナを点横し、ごみなどがつまって 
いれば取0除いて掃除してください。 
ごみのつまりがひどいとさは、新しいスト 
レーナと交換して < ださい。 



辨レ-ナ 


バ~ナ~の掃除 

参販売店にご相談くだ 
さい。 （1 シーズンに 
1〜2回） 


電源プラグ、コンセント 

>電源プラグ、コンセントにほこりやちれびたまると火災の 
原因になることびあります。電源プラグをコンセントから 
抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 



1シーズンに1〜2回じ(上 


ガードび白く巧れてさた場合は、固めにしぼっためれ雑巾でふさ取ってください。 


_ 巧震自動消火装 置__ ——— 

け然焼中にストープをゆずって、自動的に消火するかを点検してください。 


____油タンクのの水 抜を 

•油タンクの中に水やごみびたまった場合は、給油口のみた 
をはずして給油□フィルターを取り出し、市販の給油ポン 
プを差し込んで、油タンク底の水抜きをします。またごみ 
びたまった場合にも同様の処置をしてください。 

■油タンクの中に水がたまったときは、「運乾ランプ」が緑色 
の「点ミ威」をしまず。 

ずみやかに水抜きをしてください。 



ガードの掃除 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 


ぶ! 














故障•異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 


安全装置が作動ずると、「運 車ちランプ」 び赤色の「点滅」をして自動消乂しまず。また、 
デジタル表示 部に故障•異常の原因び表示「エラー表示」されます。繰り返し表示すると 
さや運転しないとをは、お買いホめの販売店へご連絡<ださい。 


デジタル 

表示 

点打 (点滅）の意味 


， 、 

処置ち法 

n 

U 

♦停電消乂後電源び入りました。 


♦運車ちスイッチを一度巧して「切」にし 
てから再度点乂操作をしてください。 

1 

1 

♦パーナーがず熱不足です。 

♦パーナーサーミスタが短絡していまず。 
♦パ’ーナーヴーミスタが断線していまず。 

1 

♦お買いボめの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 


•点火を全装置が作動しました。 

1 

•運転スイッチを一度}甲して「切」にし 
てから再度点乂操作をしてください。 

3 

♦燃焼中に消义しました。 

■ l < F -17( DX ) 

♦過熱防止装置が作動しました。 

1 

雜ストーブの周囲を1.日 rnLilh あけてください。 ■ 
参お買いホめの販売店または別紙のお 
客ネ隶相談窓□—覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

し J 

♦点乂 5スを3回しました。 
f その後運輯スイッチを巧してち^ 

、を< 作動しません。 J 


•お買い求めの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

5 

♦地震により消义しました。 

本体を傾けたり強い振動、衝撃びち 
え曰れ消乂しました。 

1 

♦運転スイッチを一度押して「切」にし 
てから再度点乂操作をしてください。 

ら 

♦□S センサーが’作動しました。 

1 

•給気フィルターの掃隨をしてください。 
(18 ぺージ参照） 

参お買い求めの販売店または別紙のお客様相談窓口 
-質まで、「デジタル表示」などでご連搖< ださい。 

n 

1 

♦ 〇2センサーが断線していまず。 

1 

参お買いおめの販売店または別紙のお 
客様相談窓ロー覽まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

El 

•油タンクの油がなくなりました。 

1 

•運輯スイッチを一度押して「切」にし 
てから阿细を給油して、再度点火操作 
をして < ださい。 

5 

•燃焼用送風機が回転していません。 

1 

♦お買いボめの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

- 夕し ! 

•電気系統の故障です。 

1 

♦お買いホめの販売店または別紙のお 
客様相談窓口一覧まで、「デジタル表 
示」などでご連絡ください。 

運転ランプが 
緑色の点減 
. 利る 

♦油タンクに水が混入しました。 

E 

•油タンク内の水を抜去取って、再点 
义操作をしてください。 

(1 日ページ参照） 









故障かなと思ったとさに 


\ 

現象 

\ 

原因 \ 
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処置方法 

電源プラグをコンセント 
に差し込んでない 

1 









電源プラグをコンセントに差し 
込む 

停電した 

1 






〇 

0 



停電復帰後再点火操作をずる 

巧震自動消火装置が作動 
した 







〇 

S 



再点乂操作をずる 

油タンクに水が入った 
(水検知器が作動） 


〇 
a お 

ランフ 
巧袖 





2 

巧み « 



油タンクの給油口か5市販の給 
油ポンプを差し化んで、油タン 
ク内の水を抜き取る 

油タンクにな油がない 







〇 

8 



灯油を入れる 

電磁ポンプのストレーナ 
にごみがたまっている 









〇 

販売店またはお客様相談窓口に 
ご相談ください 

■KF —17( DX) 

天板の温度れ局い 







〇 

3 



■KF -17( DX) 

ス 1 -ープの周固を 1 .己 m じ(上あけ 
て < ださい 

燃焼用送風機のほこりづ 
ま0 



〇 


〇 

〇 

〇 

5 

〇 


掃除をずる 

換気不良 







〇 

1 



換気を充分おこなラ 

灯油の費が悪い、変質な 
油、ミちれた油や、ポ U 容 
器で1年間持ちこした油 
など 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




不良なミ由を良質の打油に入れか 
える 

販売店または別紙のお客様相談 
窓口一覧にご相談ください 


•表中の数字は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 


点橫•手入れ•アフタ—サ—ビス 








部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 

♦部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術 
管理講習会修了者（石油機器技術管 I 里±)などのいる販売店で修理されることを推 
奨しまず。 

★不完全な修理は危険でず。 

★故障したわのは使わないでください。 

•短時間に消耗ずる部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買い求め 
になった販売店にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品をご使用 < ださい。 

★部品を交換するとをは、ストーブを消火し、本体が充分冷えてか5、電源プラグを 
コンセントから抜いておこなってください。 


保管のしわ、た （長期間使用しない場合） 

f — - - -— ― - -- - 

★ス I ブを保管する場含は、17ぺージ点検.手入れの項を参照して、ス I -- ブ 
の手入れをしてか5イ呆管してくだごし、。 

★いたんでいる圏所は、必ず修理をしてか5保管して<ださい。 

1ス I ブを消乂し、ス Iプが充分をえてか S、 電源プラグをコンセント 
か5巧く。 

2 給気フィルター、電源プラグに付着したほこりやミちれを電気掃除機や固くし 
ぼったミ需れ雑巾などで取り除く。 

3 油タンク內のな油、ごみ、水気を取り出す。 

•銷や巧あさの原因になります。 

& 器具の表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取0、乾いた巧で水気を瓦 
さ取ってください。（シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないでください。抜けされなかった灯油がわれまず。 
★取扱説明書-保証書ちおず保管して<ださい。 

廃棄するとを 


女] 9ページの 油タンク巧の水巧を の項を参照して、油タンク内の灯油を抜さ取ってか6廃棄 
して <ださい。 






暖房出力 


点 乂 方式 

_使_里 _ M _ 牲 

燃料消費量-^ 

暖房出力 - * 

—ミ eT — タン ろ 一 客" 量 
燃焼 継続時間 

外 形 寸 法 


電源電圧巧び周波数 


強制通気形開放式石油ストーブ強制通気形開放式石油ストープ 
圧力噴霧式-強制対流お I 圧力噴霧式-自然巧茄お 

_ 電気点乂 （1 日日V電源の高圧放電点火) _ 

_ 灯油 （JIS 1号） 

1 .800L/h 
0.840 L/h 
18.已 kW 
8.目 4kW 
18L 

_1 日時間（ 最大燃 焼時） _胃_胃_ 

高さ 743mm 幅 444mm 高さ7已曰 mm 幅 444mm 

奥行 649mm (置台 を含む）奥行日 49mm 庆板ガイ、置台を含む) 
23kg [ 23kg 

100 V- 己 0/60HZ 


定 

消 

費 電 


点火時 47/47 W 燃焼時己9/己 9 W 
最大59/己 9 W 

点火時 44/44 W 燃焼時 33/33 W 

騒 

音値（正面）※ 

最大燃焼時日 IdB 最少燃堯時44服 

最大燃焼時47服最少燃焼時39服 

電 

流ヒュー 

•ズ 

曰 A 




巧震自動消火装置、； 

不完全燃焼防止装置 

ま 

全 装 

置 

(フレーム□ッド、日 2 センサー、バーナーサーモ 方式)、 




点火安全装置、停電安を装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 （ KF — lypx ) のみ) 

附 

属 

品 

置台 天板ガード、置台 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 （JISS 303 1) に基づ<正面値です。 


■送油経路図 


バ—ナ— 


宜動空気 —— N 

巧を弁 I スト レーナ 


電磁 

ポンプ 


ミ由タンク 



水用ストレーナ 



型式の呼び 


KF -17( DX ) 


KF - N 17( DX ) 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 







兩國 

■ KF-17(DX) 


が施 ,^ 



■ KF~N17(DX) 


ミドリ色 、ぶ 


短絡コネクタ 


電源プラグ; 


ン I 


点乂変圧器. 
電磁ポンプ 





>1霞自動消火装置 


操作表示巧 


パ—ナ_サ—ミスタ 


沸就フロートスィッチ.フ]<||^0§§ 


♦配線図に記してある風印の脱着可能な配線は、誘導雷ヴージ防止部品の配慮であ 
り、耐電圧試験のとさだけと0はずして試験しないと正しく耐電圧試験びでさま 
せん。 

耐電圧試験後とりはずした®印部はもと通りに装着しておいてください。 

•配線は比較的熱くなる部分にふれないよう束ねてしばっておいてください。 


：4 


























―補修用性能部品について — 

★石油ストーブの補修 用 性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

_ 転屋される場^ ~_ 

♦この石油ストーブは電源周波数己0、 60 Hz とも同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますが、高地への転居、高 
地か5の転居は再調整が必要ですので別紙の巧 b ' 客樣相談窓□一覧 I までご相談ください。 


I 故障•修理の際の連絡先 

アフターサービスについてわか5ない場含は、お買い求めの販売店、または、もよりの 
谓 US 惡 CFK ] (別紙参照）までお問い合わせください。 


A 注意 


修理、引越しなどでス I ブを運搬される時は、必ず油タン 
ク、油受けざらの灯油を巧いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれがあります。 


A ごゴ " g 故障•破損したら使用しないでください。 
な風 不完全な修理や改造は、危険です。 


分解禁止 


アフターサービス 



•添付しておりまず保詔書は販売店で所定事項を言己入してお渡ししますので、お受け取り 
ください。記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 


修理を依頼するとき 

♦ 故障•異常の見分けかたと姐置のしかたに日ぺージ）に従って、お調べください。直日ないとを 
は、ご使用を中止し、必ず電源プラグ対友いてから、お貫い上げの販売店にご連絡ください。 
♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

① 品名…強制通気お開放式石油ストーブ 

② 型式の呼び…（例） KF -17( DX ) 

③ お買上げ年月曰 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ-おところ-電話番号 

♦修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびって、販売店が修理さ 
せていたださます。 

♦保障期間が過ぎているとをは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理さ 
せていたださます。 

♦修理料金は、技術料、部品!代、出張料などで構成されていまず。 

厂 この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項•注意事項去よび通靖使用に反し0 
ま用された場をの故障、事故につをましては、保証いたしません。_ , 


点検•手入れ . 













KF-17(DX) • KF-N 17(0)0 職賊朋書 


m 


女長年ご使用の石油ストーブの点検を! 


ご使用の際 
このよラなことは 
あ0ませんか 


•油をれする。 

•点火時に白煙びでる。 
•強いニオイびする。 

♦炎が異常に黄色い。 

♦予熱時間が異常になびい。 
•運転中異常な音びする。 
♦その他の異常’故障びある。 



♦石油 ストー ブの補修用性能部 
品の保有期間は、製造打ち切 
りを6年でず。 


故障や事故防止のため、 
コンセントから畢源フ 
ラグを抜いて I 必ず販 
売店に点橫’修理をご依 
頼 < ださい。 



お客様へ…おぼえのために記入されると <廚リです。 



株式会社 

本社 ち古屋市瑞穂区桃園町5番]7.号 
干4目 7-08 已已電話く日已2> 822-1 144 
FAX く〇已2〉 822- 2742 



巧式を巧卜3卜 S はな涅巧現の一巧としてこの巧の8^月»は巧を巧を®用していまず。 


古 M だを S 100お两宝紙を度巧レ7、 々T 
















